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下水道がなかったら、まちは汚れ病
気がはやり人間が生活できる環境
じゃなくなったり、川や海が汚れ魚
や動物たちもすめなくなります。
また、大雨が降るとまちが浸水し、
生命や財産を奪います。

水は常に循環し、私たちの生
活になくてはならないもので、
下水道も私たち一人ひとりに
とってとても大事なものです。
みなさんと私たちできれい
な水環境を未来まで守って
いきましょう。

池田市大和町1-10  TEL（072）752‐1111（代表）https://www.city.ikeda.osaka.jp/jogesuido/index.html
池田市上下水道部

令和7年4月 作製
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◆下水道整備開始

年　度 事　　　　　　　　　　項

昭和28年
（1953年）

◆下水処理場14,000㎥/日供用開始昭和43年
（1968年）

◆下水道人口普及率50％昭和47年
（1972年）

◆細河地区：特定環境保全公共下水道
の認可取得

昭和51年
（1976年）

◆池田駅前「せせらぎモール」通水
  （令和6年に廃止）

昭和62年
（1987年）

◆時間強度130mm/ｈの集中豪雨で
浸水被害

平成6年
（1994年）

◆池田処理区全域分流化に計画変更。
雨水計画のレベルアップ

平成10年
（1998年）

◆八王寺川雨水増補幹線完成（貯留量
約10,000㎥）

平成15年
（2003年）

◆下水処理場：高度処理事業に着手平成18年
（2006年）

◆上下水道部創設、地方公営企業法を
適用

平成21年
（2009年）

◆石橋第1増補幹線完成（貯留量約      
3,500㎥）

平成22年
（2010年）

◆下水処理場：二系水処理施設高度処
理化完成

平成24年
（2012年）

◆下水道人口普及率100%達成平成26年
（2014年）

◆2度の集中豪雨により浸水被害平成9年
（1997年）

■池田の下水道の歴史■下水道計画図

■池田市の下水道施設

猪名川へ放流 下水道管

下水
道管

猪名川へ放流

各
家
庭
・

工
場
な
ど
か
ら

原田処理場
はらだしょりじょう

池田市下水処理場
いけだしげすいしょりじょう

池田処理区公共下水道
（池田市下水処理場で処理）

分流式

猪名川流域関連
公共下水道

（原田処理場で処理）
分流式

猪名川流域関連
公共下水道

（原田処理場で処理）
合流式

家庭や学校、工場などで使われた水は、「下水道管」を通って「下水処理場」
に流れ、そこで水をきれいにして川へかえします。

池田市
下水処理場

原田処理場

浸水対策や汚れた水を

さらにきれいにする

取組みもしてきたのね

僕らが使った水は

全部、下水処理場に

行くんだね
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■下水処理場平面図 ■下水処理場の概要
◆敷地面積：23,940㎡
◆計画処理面積：767.24ha
◆計画処理人口：72,710人
◆計画処理能力：51,660㎥/日（日最大）
◆計画処理方式：凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋急速ろ過
◆現有処理方式：一系 ステップエアレーション法
                              ：二系 凝集剤併用型循環式硝化脱窒法＋急速ろ過
◆放流先：猪名川
◆汚泥処理方式：重力式濃縮→遠心脱水→焼却炉

■下水処理場のしくみ

各家庭・
工場などから

雨水

ど
う
や
っ
て

水
が
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い
に

な
る
ん
や
ろ
う

下水道の役割
・下水道の整備でまちを衛生に保つ

・水洗トイレの使用など生活環境の改善

・使った水をきれいにして川や海を守る

・大雨の時まちを浸水から守る

脱水機
だっすいき

沈砂池
ち ん さ ち

処理場に流れてき
た汚水をゆっくり
流し、砂を沈めて取
り除きます。

❶
汚水ポンプ
おすい

沈砂池から最初沈殿
池に下水をくみ上げ
ます。

❷

濃縮槽
のうしゅくそう 最初沈殿池などで沈んだ泥を貯

めておきます。貯めて濃くなった
泥を下から取り出します。

❾
10

最初沈殿池
さいしょちんでんち❸

下水をゆっくり流し、下水
に含まれる泥を沈めて取
り除きます。

反応タンク
はんのう❹

泥を取り除いた下水に活性くん
（び生物）を加え、空気を入れてか
きまわし、活性くんに汚れを食べ
てもらいます。この時、赤潮の原
因になる窒素やリンも効率よく除
去できる高度処理を行います。

最終沈殿池
さいしゅうちんでんち❺

汚れを食べて重くなった活
性くんをゆっくりと沈めま
す。すると上にはきれいな
水が出来上がります。

滅菌池
めっきんち

きれいになった水に
も大腸菌などが含ま
れているので、塩素
（プールで使う薬品）
で消毒します。

❼

急速ろ過施設
きゅうそくろかしせ つ

きれいになった水の中に
ある細かな汚れを繊維ろ
過を使ってさらにきれいに
します。

❻

放流ポンプ
ほうりゅう

きれいになった水は放
流ポンプで排水樋門
まで送り猪名川へ放流
します。

❽

濃縮された泥を脱水機で水分を
取り除き固形物にします。脱水
ケーキと呼びます。

水質管理棟
すいしつかんりとう14

川へ放流する水がきれ
いになったかを検査す
る施設です。活性くんの
働きも観察しています。

中央監視室
ちゅうおうかんししつ13

それぞれの施設の運転
状況をコンピューターで
管理し、24時間1日も休
まず運転しています。

使った水がきれいに

なるしくみを見よう

ボルティセラ アルセラ クマムシ

活性汚泥び生物（通称：活性くん）

汚水ポンプ

入口 最初沈殿池 最終沈殿池

濃縮槽
脱水機
焼却炉

中央監視室

放流
ポンプ

滅菌池

反応タンク

最初沈殿池

雨水ポンプ

最終沈殿池

急速
ろ過施設

水質
管理棟

反応タンク

❷
❸

❸

❹

❹

❺

❺

❻

❼

❽

❾10
11

12 14

13

下水

雨水

猪名川

【水処理施設】

【汚泥処理施設】

雨水ポンプ
うすい12

下水処理場に流れてくる雨水は雨水
ポンプで猪名川へ放流し、まちを浸
水から守っています。

雨水ポンプ

焼却炉
しょうきゃくろ11

脱水ケーキを約850℃以上で焼き、灰
にします。焼くことで臭いも害もなく
なります。灰はセメントの原材料など
に再利用しています。

沈砂池❶
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■下水道管（汚水・雨水）

■防災の取組み

■原田処理場

五月山より北、箕面川より南の

地域は、大阪府、兵庫県が管理

する原田処理場で水をきれい

にしています。原田処理場は6

市2町の下水を処理する非常に

大きな処理場です。

●地震対策：

計画に基づき、重要施設（避難所や病院など）と処理場を結ぶ下水道管

や処理設備の耐震化を推進します。また、災害時でも避難所内のトイレ

機能を確保するために必要なマンホールトイレの設置も進めています。

●浸水対策：

浸水被害を軽減するため計画的に整備を進めますが、更なる軽減を図る

ためにも、ご自宅周りの側溝の清掃などにご協力ください。

●ＢＣＰ（業務継続計画）：

BCPとは事前対策から復旧活動計画、訓練計画などをまとめた計画で、

施設の早期復旧ができるよう定期的に訓練を実施しています。

汚水管
雨水管

汚水管：家庭や学校、工場などで使用した水を下
水処理場まで流すための管。道路の下などに市内
を網の目のように埋設されています。定期的に清
掃や点検を行っています。
汚水管の詰まりの原因となるので、トイレット
ペーパー以外のものや油を流さないでください。

雨水管：まちに降った雨を猪名川などの河川に流すため
の管。道路の側溝などから水路や道路の下の管を通って
河川に流すことによって、まちの浸水を軽減します。

ボクも
手伝う。

家を守るゾ！

いつでも安定した
水循環を提供
するために

Always
【安定】

Quality
【安心】

Up
【持続】

Adapt
【環境】

美しい水を未来へ

健全な水循環を
保つために

環境にやさしい
水づくり・

水処理のために

強固な運営基盤を
維持するために

■池田市上下水道ビジョン
現在、上下水道事業は、施設の老朽化、お客様ニーズの

多様化、頻発する自然災害、さらには社会情勢の激変な

ど、乗り越えていかなければならない多くの課題を抱え

ています。この山積する課題を解決し、事業を将来にわ

たって継続していくための方針・方策をお示しするため

「上下水道ビジョン」をかかげ、安定・安心・持続・環境の

4本の柱を軸に、上下水道事業の目指すべき姿に向け、

健全な水環境を次世代につなげていきます。

■下水道使用料
下水道使用料はご家庭の水道メーターを検針し、その

使用量に応じて水道料金と併せてお支払いいただいて

います。

お支払いいただいた使用料は、トイレや台所、工場など

で使用した水をきれいにして川へかえし、みなさんの生

活と環境を守るために使用しています。

雨水管の維持管理等は、下水道使用料とは別に税金に

より事業を行っています。

・虹はお客様と私たちの「架橋」「絆」
・双葉は「アイデア」「環境」
・水玉型の枠は「水環境」「水循環」
・AQUAは「上下水道ビジョン」
・キャラクターは「事始めの一滴」
・キャラクターの名前は「ぴちょりん」

■下水道に関するイベントのご案内 ■池田市上下水道部のロゴ・マーク
●水の週間（８月１日～７日）
　・下水処理場体験見学会

●下水道の日（９月１０日）
　・デザインマンホール
       ポスター展

児童デザインのマンホール

Ikeda
AQUA

雨を貯める下水道管

※イベントの内容や開催時期は年度によって変更する場合がございます。
　詳細は、年４回発行の「水だより」またはホームページで随時お知らせいたします。

デザインマンホールポスター展

5 6


